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人口と世帯 
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乙
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‘、ー ー ー’” 	前月比 
男 	23 698 	(-14) 
女 	26 408 	（一21) 
計 
世帯数 16.118 	(+ 6) 

(9月30目現在 住民基本台帳） 

調印後握手を交わす佐々木市長（右）、大久保代表取締役（中） 
山崎県企業立地課長（左） 

蕩笠兎製鶏 'i1r印 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
．

き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
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カ
シ
オ
計
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機
関
連
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社
液
晶

パ
ネ
ル
製
造
メ
ー
カ
ー
 

囲
大
久
保
製
作
所
の
進
出
決
定
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当
市
に
第
＋
九
番
目
の
誘
致
企
業
と
し
て
、
液
晶
パ
ネ
ル
製
造

メ
ー
カ
ー
で
あ
る
岡
大
久
保
製
作
所

（本
社
・
山
梨
県
甲
府
市
、
 

大
久
保
寛
昭
代
表
取
締
役
）
の
進
出
が
決
ま
り
十
月
ニ
＋
八
日
、
 

エ
場
立
地
基
本
協
定
の
調
印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

調
印
式
に
は
、
大
久
保
代
表

取
締
役
、
山
崎
毅
県
企
業
立
地

課
長
、
佐
々
木
市
長
、小
山
内

助
役
、
福
士
収
入
役
、
山
口
市
 
 

議
会
議
長
、
鎌
田
清
夫
市
議
会

企
業
誘
致
農
工
業
推
進
特
別
委

員
長
ら
十
二
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
 

佐
々
木
市
長
は
「
大
久
保
製

作
所
は
今
年
に
入
っ
て
四
社
目
、
 

市
と
し
て
は
十
九
社
目
の
誘
致

企
業
と
な
り
ま
す
。
当
地
域
経

済
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
」
・
と
あ
いさ
つ
、
こ
れ

に
対
し
て
大
久
保
代
表
取
締
役

は
「
工
場
立
地
に
当
た
り
、
地

元
の
ご
指
導
を
お
願
い
し
た
い
」
 

と
お
札
を
述
ぺ
ま
し
た
。
 

同
社
は
、
市
内
長
富
地
区
に

約
六
千
平
方
計
の
用
地
を
取
得

し
、
来
年
の
四
月
か
ら
操
業
を

開
始
す
る
予
定
で
、
当
初
は
地

元
を
中
心
に
五
十
人
の
従
業
1
1
 

を
採
用
、
年
間
売
上
額
は
二
億

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
 

ま
た
、
平
成
互
年
度
に
は
従

業
1
1を
百
人
ま
で
増
ゃ
し
、
年

間
の
売
上
げ
を
五
億
円
と
し
た

い
考
え
で
す
。
 

※
従
業
員
の
募
集
に
つ
い
て
は
、
 

m
ペ
ー
ジ
に
掲
機
し
て
い
ま
す
。
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当
市
に
第
十
九
番
目
の
誘
致
企
業
と
し
て
、
液
晶
パ
ネ
ル
製
造

メ
ー
カ
ー
で
あ
る
㈱
大
久
保
製
作
所
（
本
社
・
山
梨
県
甲
府
市
、

大
久
保
寛
昭
代
表
取
締
役
）
の
進
出
が
決
ま
り
十
月
二
十
八
日
、

エ
場
立
地
基
本
協
定
の
調
印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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大
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一
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毎
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と
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こ
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で
く
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い
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お
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立
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噸〆 液
晶
パ
ネ
ル
製
造

作
所
の
進

調
印
式
に
は
、
大
久
保
代
表

取
締
役
、
山
崎
毅
県
企
業
立
地

課
長
、
佐
々
木
市
長
、
小
山
内

助
役
、
福
士
収
入
役
、
山
口
市

■■｢~1、
菅－
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少

１
’

Ｊ

Ｊ

－1

調印後握手を交わす佐々木市長(右)、大久保代表取締役(中）
山崎県企業立地課長(左） 、メ

ー
カ
ー

出
決
定

識
会
議
長
、
鎌
田
清
夫
市
議
会

企
業
誘
致
農
工
業
推
進
特
別
委

員
長
ら
十
二
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

佐
々
木
市
長
は
「
大
久
保
製

作
所
は
今
年
に
入
っ
て
四
社
目
、

市
と
し
て
は
十
九
社
目
の
誘
致

企
業
と
な
り
ま
す
。
当
地
域
経

済
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
、
こ
れ

に
対
し
て
大
久
保
代
表
取
締
役

は
「
工
場
立
地
に
当
た
り
、
地

元
の
ご
指
導
を
お
願
い
し
た
ど

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

同
社
は
、
市
内
長
富
地
区
に

約
六
千
平
方
厨
の
用
地
を
取
得

し
、
来
年
の
四
月
か
ら
操
業
を

附
始
す
る
予
定
で
、
当
初
は
地

元
を
中
心
に
万
十
人
の
従
堆
員

を
採
用
、
年
間
売
上
額
は
一
・
徳

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
近
年
度
に
は
従

業
員
を
百
人
ま
で
噸
や
し
、
年

剛
の
売
上
げ
を
丘
憶
円
と
し
た

※
従
業
員
の
募
集
に
つ
い
て
は
、

、
ペ
ー
ジ
に
掲
依
し
て
い
ま
す
。

い
考
え
で
す
。

一人口と世帯
前月比

23，698（－14）

2(5.408(-21)

50.106(-35)

数16，418（＋6）
（9月30日現在住民基本台帳）

平成3年
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広報ごしょがわら 平成 3 年（1991年）11月15日 
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市
文
化
褒
賞
は
斉
藤
氏
ら
 
2
氏
 

市
 
褒
 
賞
は
辻
 
氏
ら

3
氏
 

市
で
は
文
化
の
日
に
あ
た
る
十
一
H
三
H

、
市
内
新
町
の
働

く
婦
人
の
家
で
平
成
三
年
度
市
文
化
褒
賞

・
市
褒賞
並
び
に
内

助
功
労
章
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
 

今
年
の
受
賞
者
は
市
文
化
褒
賞
が
二
人
、
市
褒
賞
が
三
人
、
 

内
助
功
労
章
が
四
人
の
計
九
人
で
す
。
 

表
彰
式
に
は
、
佐
々
木
市
長
を
は
じ
め
受
賞
者
、
同
賞
推
薦

委
員
、
来
賓
な
ど
約
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
 

君
が
代
斉
唱
の
後
、
佐
々
木
市
長
が
受
賞
者
一
人
ひ
と
り
に

褒
状
と
褒
章
を
贈
り
、
「受
賞
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
後
と
も
健

康
に
過
ご
さ
れ
、
市
勢
発
展
の
た
め
一
層
の
お力
添
え
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
山
口
徳
二
市
嫌
会
議
長
ら
が
祝
辞
を
、
ま
た
受

賞
者
を
代
表
し
て
舛
藤
貢
さ
ん
が
「
本
ロ
の
栄
誉
を
体
し
、
今

後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
、
一
層
精進
を
重
ね
て
い
き

た
い
」
と
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

今
年
度
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

市 文 化 褒 賞 

ヂ
プ
‘『
 
与
 

声

誌
《
ノ
A
J
 

錦
町
 
番
地
六
五
 

市
文
化

振
興
の
発
展

に
貢
献
 

二
 
・
・
 

、
‘
 
永年
に
わ
た
り
、
茶
道
遠
州
会
五
所
川
原
支
部
長
、
五
所
川
 

ト

・・
 

大
 

瀬
 
文
 

子
氏

（
6
9
 

 

道
の
指
導
に
あ
た
り
、
市
文
化
振
興
の
発
展
に
青（
献
。
 

 

原
市
文
化
振
興
会
議
理
事
と
し
て
、
広
く
市
民
各
層
へ
茶
道
華
 

一」
了
 

”・
一
 

て
ス
ポ
ー
ッ
の
塩
嘉
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
柔
吐
会
を
復
盾
  

】
 

『
 
W
／
、
、
 

布
屋
町
一
九
番
地
  

》
，
 

・
 
永

革
に
わ
た
り
、
整
復
姉
、
市
ス
ポ
ー
ッ
密
議
会
委
員
と
し
 

さ
せ
、
柔
道
の
普
及
と
社
会
体
育
の
振
興
発
展
に
貢
献
。
 
 

柔
道
の
普
及
と
社
会
体
育
の
振
興
発
展
に
貢
献
 

斉
 
藤
 

貢
氏

（6
8
 

 

内
助
功
労
章
 
照
子
さ
ん
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蕊
市
で
は
文
化
の
側
に
あ
た
る
十
一
月
三
日
、
市
内
新
町
の
伽

く
婦
人
の
家
で
平
成
三
年
度
市
文
化
褒
撤
・
市
褒
徴
並
び
に
内

助
功
労
章
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
の
受
賞
者
は
市
文
化
鍵
識
が
一
入
、
市
褒
賞
が
二
人
、

内
助
功
労
章
が
四
人
の
計
九
人
で
す
。

表
彰
式
に
は
、
佐
々
木
市
長
を
は
じ
め
受
徴
者
、
同
批
推
聴

委
員
、
来
賓
な
ど
約
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

君
が
代
斉
鴫
の
後
、
佐
々
木
市
長
が
受
微
群
一
人
ひ
と
り
に

褒
状
と
褒
章
を
贈
り
、
「
受
識
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
後
と
も
鯉

康
に
過
ご
さ
れ
、
市
勢
発
展
の
た
め
一
牌
の
お
力
添
え
を
お
願

い
し
ま
す
』
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
山
口
徳
二
市
織
会
識
長
ら
が
祝
辞
を
、
ま
た
受

微
者
を
代
表
し
て
癖
膝
癒
さ
ん
が
「
本
日
の
栄
誉
を
体
し
、
今

後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
、
一
層
袖
進
を
重
ね
て
い
き

た
い
』
と
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

今
年
度
受
微
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

恥

我

《
Ｌ

市
文
化
褒
賞
は
脅
藤
氏
ら
２
氏

市
褒
賞
は
辻
氏
ら
３
氏

飴

：

一
Ｌ

：

市 文化褒賞
一一

恩
市
文
化
振
興
の
発
展
に
貢
献

大
瀬
文
子
氏
（
的
）

錦
町
一
番
地
六
五

永
年
に
わ
た
り
、
茶
道
遠
州
会
五
所
川
原
支
部
長
、
五
所
川

原
市
文
化
振
興
会
議
理
率
と
し
て
、
広
く
市
民
各
層
へ
茶
道
華

道
の
指
導
に
あ
た
り
、
市
文
化
振
興
の
発
展
に
貢
献
。

柔
道
の
普
及
と
社
会
体
育
の
振
興
発
展
に
貢
献

斉
藤
貢
氏
（
銘
）

布
屋
町
↓
九
砺
地

永
年
に
わ
た
り
、
確
復
帥
、
市
ス
ポ
ー
ツ
審
縦
会
委
員
と
し

て
ス
ポ
ー
ツ
の
隆
帳
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
柔
道
会
を
復
活

さ
せ
、
柔
道
の
蒋
及
と
社
会
体
育
の
振
興
発
展
に
童
献
○

内
助
功
労
索
照
子
さ
ん
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褒 	賞 市 

・

，
蒜
翻
川
 

r
i
I
 
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
永
年
に
わ
  

L‘
『
勲

中
 

『
 
東
京
部
世

田
谷
一×一戎
城
I
Lr
t
I二
八
番
川
号
 

林
業
、
林
政
の
発
展
に
貢
献
 

た
り
官
界
、
民
間
を
通
じ
て
林
業
、
林
政
の
発
展
に
貢
献
。
 
 

阿
 
部
 
彦
 
三
氏

（6
8
 

 

内
助
功
労
章
 
ま
さ
さ
ん
  

‘
、？.

 '
 

'
  

」
『
 
、

メ
 
J
 

ー
 

鎌
谷
町
一
圧番
地
  

、
 
（
『

‘r
，
 

社
会
奉
付
の
粕
神
を
も
っ
て
、永
年
に
わ
た
り
民
生
委
1
1、児
  

1
守
A
」
 
童
委

員
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
副
会
長
と
し
て
尽
力
さ
れ
る
と
 

社
会
福
祉
と
民
生
の
安
定
の
向
上
に
貢
献
 

に
貢
献
。
 

内
助
功
労
章
 
か
よ
さ
ん

自
主
防
災
会
会
長
と
し
て
、
社
会
福
祉
と
民
生
の
安
定
の
向
上

と
も
に
、
鎌
谷
町
町
内
会
長
、
市
連
合
町
内
会
会
長
、
鎌
谷
町
 

寺
 
田
 

清
氏

（7
6)
 

 

‘
一
一
り
 

ー
J
 

東
京
都
大
田
区
田
園
調
布
本
町
一
七
番
六
号
  

「
‘、

 
養

成
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、更

学
等
誘
致
懇
談
会
専
門
委
 

一
麟
．

‘
 
，ー

 
青
森
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
校
長
と
し
て
、
実
践
技
術
者
の
 

地
域
産
業
教
育
の
振
興
発
展
に
貢
献
 

審
議
会
会
長
と
し
て
、．
地
域
産
業
教
育
の
振
興
発
展
に
貢
献
。
 
 

員
会
委
員
長
、
市
地
域
工
業
振
興
懇
談
会
会
長
、
市
都
市
計
画
 

辻
 

茂
氏
（

6
9
 

 

内
助
功
労
章
 
喜
久
子
さ
ん
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需蝋3平

一
Ｊ

河

一
Ｊ

|』
ヨー一－－

市 褒賞

林
業
、
林
政
の
発
展
に
貢
献

阿

部

彦
三
氏
（
銘
）

束
求
部
世
田
谷
区
成
城
九
ｒ
目
逗
八
藩
四
号

市
教
育
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
永
年
に
わ

た
り
官
界
、
民
間
を
通
じ
て
林
堆
、
林
政
の
発
展
に
蛍
献
。

内
助
功
労
章
ま
さ
さ
ん

。

社
会
福
祉
と
民
生
の
安
定
の
向
上
に
貢
献

寺
田

清
氏
（
祁

灘
谷
町
一
侃
訴
地

ｰ

社
会
奉
仕
の
械
神
を
も
っ
て
、
永
年
に
わ
た
り
民
生
委
貝
、
児

噸
委
員
、
市
社
会
福
祉
協
縦
会
副
会
奨
と
し
て
尽
力
さ
れ
る
と

と
も
に
、
鎌
谷
町
町
内
会
長
、
市
連
合
町
内
会
会
長
、
雛
谷
町

自
主
防
災
会
会
長
と
し
て
、
社
会
福
祉
と
民
生
の
安
定
の
向
上

に
童
献
。
内
助
功
労
章
か
よ
さ
ん

地
域
産
業
教
育
の
振
興
発
展
に
貢
献

辻
茂
氏
（
的
）

東
京
都
大
田
区
田
園
調
布
本
町
一
七
番
六
号

符
森
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
校
長
と
し
て
、
実
雌
技
術
者
の

養
成
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
市
大
学
等
誘
致
懇
談
会
専
門
委

員
会
委
員
長
、
市
地
域
工
業
振
興
懇
談
会
会
長
、
市
部
市
計
画

審
議
会
会
長
と
し
て
、
↑
地
域
産
業
教
育
の
振
興
発
展
に
貢
献
。

内
助
功
労
章
審
久
子
さ
ん
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このコーナーは、市誘致企業として立」tilした企業を広

く市民の皆様方に知って戴くためのコーナーです。 

就職の際は是非参考にして戴ければと思います。 

なお、ご家族又は知人の方で首都圏で働いている五所

川原市出身者てFUターン就］織希望される方は、市総務部

工業振興対策室（費35一 2111 内29の へこ才目談下さい。 

平成 3 年（1991年）11月15日 

ー
誘
致
企
業
第
三
号
 

津
軽
東
芝
音
響
株
式
会
社
 

（
立
地
・
昭
和
四
十
八
年
十
月
）
 

1"" 

言“ ' ‘電“熊熊 

朋難 闇開●●熊期馴，闘， 

世旦からのひとこと、 
加 藤 智 子さん（23歳） ー 

所
在
地
 
市
内
大
字
吹
畑

資
本
金
 
二
億
円
 

従
業
員
数
 
七
百
名
 

事
業
内
容
 
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
ス

テ
レ
オ
、
c
Dプ
レ
イ
ヤ
ー
等

当
社
は
、
オ
ー
デ
ィ
ォ
機
器
、
 

特
に
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
、
デ
ッ

キ
等
へ
の
高
級
機
器
の
需
要
増

大
に
積
極
的
に
対
処
す
る
た
め
、
 

主
と
し
て
高
級
デ
ッ
キ
を
製
造

す
る
会
社
と
し
て
昭
和
四
十
八

年
に
設
立
し
ま
し
た
。
 

又
本
年
十
月
に
は
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
室
、
c
A
D
室
等
の
ソ

フ
ト
部
門
の
充
実
と
社
員
の
た
 
 

め
の
食
堂
、
休
憩
室
等
魅
カ
あ

る
環
境
づ
く
り
を
重
点
的
に
整

備
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

卿
東
芝
の
関
係
会
社
と
し

て
、
こ
の
地
域
に
定
着
し
、
地

域
住
民
と
密
接
な
連
帯
感
を
保

ち
な
が
ら
地
域
の
活
性
化
と
発

展
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
 

感
で
退
社
時
間
が
待
ち
ど
う
し

く
感
じ
た
も
の
で
し
た
。
半
年

を
経
過
し
て
、
管
理
部
総
務
課

へ
異
動
と
な
り
、
動
労
、
総
務

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。仕
事
の
内
容
は
、給
料
関
係

と
社
会
保
険
の
資
格
取
得
、
喪

失
等
の
手
続
事
務
を
し
て
い
ま

す
。
 

よ
う
や
く
仕
事
に
も
な
れ
精

神
的
に
も
少
し
余
裕
を
持
て
る

よ
う
に
な
り
会
社
の
行
事
に
も

積
極
的
に
参
加
し
て
ま
す
。
 

ブ
フ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、お
花
、
 

お
茶
を
習
い
、
目
下
花
婿
募
集

中
で
す
。
よ
ろ
し
く
1
1

】
 

,
 

藤
 

属
さ
れ
、
へ

yド
ホ
ン
ス
テ
レ
 

加
 
た
。

な
れ
な
い
う
ち
は
、
疲
労
 

早
い
も
の
で
、
短
大
を
卒
業

し
て
入
社
三
年
目
と
な
り
ま
し

た
。
入
っ
た
時
は
製
造
部
に
配
 

ォ
等
の
組
立
て
に
従
事
し
ま
し
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誘
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業
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津
軽
東
芝
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式
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社
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蕊
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蚕
_l上I
地
・
昭
和
四
十
八
年
十
月
）
｜

ｌ
Ｉ

F可
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や一一＝令一一吟へ←nq

十
月

加藤智

r両

L

早
い
も
の
で
、
短
大
を
卒
業

し
て
入
社
三
年
目
と
な
り
ま
し

た
。
入
っ
た
時
は
製
造
部
に
配

属
さ
れ
、
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
ス
テ
レ

オ
等
の
組
立
て
に
従
事
し
ま
し

た
。
な
れ
な
い
う
ち
は
、
疲
労

所
在
地
市
内
大
字
吹
畑

資
本
金
二
億
円

従
業
員
数
七
百
名

事
業
内
容
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
ス

テ
レ
オ
、
Ｃ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー
等

当
社
は
、
オ
ー
デ
ィ
オ
機
器
、

特
に
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
、
デ
ッ

キ
等
へ
の
高
級
機
器
の
需
要
増

感
で
退
社
時
間
が
待
ち
ど
う
し

く
感
じ
た
も
の
で
し
た
。
半
年

を
経
過
し
て
、
管
理
部
総
務
課

へ
異
動
と
な
り
、
勤
労
、
総
務

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
・
仕
事
の
内
容
は
、
給
料
関
係

と
社
会
保
険
の
資
格
取
得
、
喪

失
等
の
手
続
事
務
を
し
て
い
ま

す
。
よ
う
や
く
仕
事
に
も
な
れ
精

神
的
に
も
少
し
余
裕
を
持
て
る

よ
う
に
な
り
会
社
の
行
事
に
も

種
極
的
に
参
加
し
て
ま
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
お
花
、

お
茶
を
習
い
、
目
下
花
婿
募
集

中
で
す
。
よ
ろ
し
く
Ⅱ

め
の
食
堂
、
休
憩
室
等
魅
力
あ

る
環
境
づ
く
り
を
重
点
的
に
整

備
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

㈱
東
芝
の
関
係
会
社
と
し

て
、
こ
の
地
域
に
定
着
し
、
地

域
住
民
と
密
接
な
連
帯
感
を
保

ち
な
が
ら
地
域
の
活
性
化
と
発

展
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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市誘致企業紹介 

―若者は地域に残り地域を 
」
忙
い誇
い
 

③平成 3 年（1991年）11月15日 

（立
地
・
昭
和
四
十
九
年
一
月
）
 

峨繊慧 

資
本
金
 
四
億
円
（
授
権
資

本
金
十
六
億
円
）
株
式
会
社
日

立
製
作
所
全
額
出
資
 

売
上
高
 
年
商
六
百
四
十
億

円
（
全
社
）
 

従
業
員
数
 
千
三
百
五
十
人
 

（津
軽
E
場
六
百
五
十
人
）
 

関
連
事
業
所
 

本
社
・
本
社
工
場
（
埼
玉

県
毛
呂
山
）
 

津
軽
工
場
／
青
森
L
s
I
 

開
発
セ
ン
タ
 
（
五
所
川
原市
）
 

小
諸
工
場
（
長
野
県
小
諸

市
）
 ー

D
・
s
E
セ
ン
タ

ー
 

（
群馬
県
高
崎
市
）
 

圧
、
鶴
田
電
子
脚
（
鶴
田
町
）
 

津
軽
工
場
沿
革
 

昭
和
四
十
八
年
七
月
 
五
所

川
原
工
場
設
立
 

昭
和
六
十
年
三
月
 
前
工
程

工
場
建
設
 

皿
成
二
年
六
月
 
新
館
竣
工

王
」
〈
三
年
一
一月
 
体
育
館
竣
 

平
成
三
年
四
月
 
青
森
L
S
 

ー
開
発
セ
ン
タ
開
所
 

平
成
三
年
十
H
 
全
国
労
働

衛
生
週
問
労
働
大
臣
優
良
賞
受

賞
 津

軽
工
場
及
び
青
森
」
s

ー
 

開
発
セ
ン
タ
の
主
な
製
品
と
業

務
 津

軽
工
場
 
M
O
s
メ
モ
リ
、
 

バ
イ
ポ
ー
ラ
メ
モ
リ
、
高
速
デ

ジ
タ
ル

ー
C
、
リ
ニ
ア

ー
C
の

製
造
 

青
森
」
s
ー
開
発
セ
ン
タ

メ
モ
リ
・
リ
ニ
ア

・
1
1ジ
ノ．

 

ク
等
の
各
種
L
s
ー
の
開
発
、
 

設
計
C
A
D
ソ
フ
ト
及
び
C
A
 

T
シ
ス
テ
ム
（
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
）
の
開
発
等
 

・

社
長
ご
挨
拶
 

弊
社
は
昭
和
四
十
年
に
操
業

以
来
、
岡
日
立
製
作
所
半
導
体

事
業
部
の
一
員
と
し
て
普
実
に

業
務
を
伸
長
し
、
半
導
体
デ
バ

イ
ス
の
総
合
企
業
と
し
て
成
長

を
続
け
で
お
り
ま
す
。
 

そ
の
中
核
を
な
す
の
が
漆
川

工
業
団
地
に
立
地
す
る
津
軽
工

場
及
び
青
森
L
s

ー
開
発
セ
ン

タ
で
す
。
 

今
や
ェ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
 
 

中
心
を
な
す
半
導
体
産
業
と
そ

の
技
術
は
、
情
報
‘
通
信
・
自

動
車

・
家
鷲
ザ
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
浸
透
し
、
一
干
一
世
紀
に
向

か
っ
て
そ
の
豊
かな
可
能
性
は

と
ど
ま
る
所
を
知
り
ま
せ
ん
。
 

津
軽
工
場
及
び
青
森
L
s

ー
 

開
発
セ
ン
タ
は
、
ま
さ
に
そ
の

先
端
産
業
を
担
っ
一
翼
と
し
て
、
 

高
度
な
技
術
力
と
社
員
一
人
ひ

と
り
の
心
と
個
性
を
尊
重
し
、
 

「未
来
を
知
り
、
未
来
を
つ
か

む
」
若
い
力
を
結
集
し
て
、
社

会
の
進
歩
と
繁
栄
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

今
後
と
も
地
域
の
方
々
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
も
と
に
、
地

域
社
会
と
の
協
調
発
展
を
願
い

つ
つ
、
限
り
な
く
伸
長
す
る
最

先
端
産
業
に
向
か
っ
て
力
強
く

歩
み
続
け
て
い
く
所
存
で
す
。
 

今
後
と
も
、
市
民
皆
様
の
よ

り
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
 

日
立
東
部
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ

株
式
会
社
 

取
締
役
社
長
 
山
本雅
幸
 

次
回
は
、

青
森
フ
ァ
ッ

シ
ョ

ン
閥
と

岡
津
軽
ガ

ス
セ
ン

タ
ー

の
予
定
で

す
。
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一若者は地域に残り地域を

画唾
《
４

i璽

資
本
金
四
億
円
〈
授
権
資

本
金
十
六
億
円
）
株
式
会
社
日

立
製
作
所
全
額
出
賓

売
上
高
年
商
六
百
四
十
億

円
（
全
社
）

従
業
員
数
千
三
百
五
十
人

（
津
唯
工
場
六
百
五
十
人
）

関
連
事
業
所

一
、
本
社
・
本
社
工
場
（
埼
壬

県
毛
呂
山
）

二
、
津
嵯
工
場
／
青
森
Ｌ
Ｓ
Ｉ

開
発
セ
ン
タ
宝
所
川
原
市
）

三
、
小
諸
工
場
（
長
野
県
小
諸

市
）四
、
Ｉ
Ｄ
・
Ｓ
Ｅ
セ
ン
タ
ー

（
群
馬
県
高
崎
市
）

五
、
鶴
田
磁
子
㈱
（
鶴
田
町
）

津
軽
エ
場
沿
革

昭
和
四
十
八
年
七
月
五
所

川
原
工
場
設
立

昭
和
六
十
年
三
月
前
工
程

工
端
建
設

平
成
二
年
六
月
新
館
竣
工

平
成
三
年
二
月
体
育
館
竣

次
回
は
、

青
森
フ
ァ
ッ

へ
』

工

中
心
を
な
す
半
導
体
産
業
と
そ

平
成
三
年
四
月
青
森
Ｌ
Ｓ
の
技
術
は
、
情
報
・
通
信
・
自

Ｉ
開
発
セ
ン
タ
開
所
動
車
・
家
電
等
あ
ら
ゆ
る
分
野

平
成
宝
年
十
月
全
国
労
働
に
浸
透
し
、
二
十
一
世
紀
に
向

衛
生
週
間
労
働
大
臣
優
良
寅
受
か
っ
て
そ
の
豊
か
な
可
能
性
は

賞

と
ど
ま
る
所
を
知
り
ま
せ
ん
。

津
軽
工
場
及
び
青
森
Ｌ
Ｓ
Ｉ
稚
極
工
場
及
び
青
森
Ｌ
Ｓ
Ｉ

開
発
セ
ン
タ
の
主
な
製
品
と
業
開
発
セ
ン
タ
は
、
ま
さ
に
そ
の

務
、
先
端
産
業
を
処
？
翼
と
し
て

津
軽
エ
場
Ｍ
○
ｓ
メ
モ
リ
、
高
度
な
技
術
力
と
社
員
一
人
ひ

バ
イ
ポ
ー
ラ
メ
モ
リ
、
高
速
デ
と
り
の
心
と
個
性
を
尊
重
し
、

ジ
タ
ル
ー
Ｃ
、
リ
ニ
ア
ー
Ｃ
の
「
未
来
を
知
り
、
未
来
を
つ
か

製
造

む
」
特
い
力
を
結
集
し
て
、
社

青
森
Ｌ
Ｓ
Ｉ
開
発
セ
ン
タ
会
の
進
歩
と
繁
栄
に
頭
献
し
て

メ
モ
リ
・
リ
ニ
ア
・
ロ
ジ
ッ
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ク
等
の
各
種
Ｌ
Ｓ
Ｉ
の
開
発
、
今
後
と
も
地
域
の
方
々
の
ご

設
計
Ｃ
Ａ
Ｄ
ソ
フ
ト
及
び
Ｃ
Ａ
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
に
、
地

Ｔ
シ
ス
テ
ム
（
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
域
社
会
と
の
協
調
発
展
を
願
い

ト
）
の
開
発
等
つ
つ
、
限
り
な
く
伸
長
す
る
最

・
社
長
ご
挨
拶
先
端
産
業
に
向
か
っ
て
力
強
く

弊
社
は
昭
和
四
十
年
に
操
業
歩
み
続
け
て
い
く
所
存
で
す
。

以
来
、
㈱
日
立
製
作
所
半
導
体
今
後
と
も
、
市
民
皆
様
の
よ

蕊
業
部
の
一
員
と
し
て
管
実
に
り
一
屑
の
ご
支
援
を
お
願
い
申

業
務
を
伸
長
し
、
半
導
体
デ
バ
し
上
げ
ま
す
。

イ
ス
の
総
合
企
業
と
し
て
成
長
日
立
東
部
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ

を
続
け
て
お
り
ま
す
。
株
式
会
社

そ
の
中
核
を
な
す
の
が
漆
川
取
締
役
社
長
山
本
稚
雫

鋪
鰯
瀧
腸

夕
で
す
。

シ
ョ
ン
㈱
と
㈱
津
軽
ガ
ス
セ
ン
タ
ー
の
予
定
で
す
。
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子供たちに大人気のレト口子供王国 特別参加した北海道斜里町のジャガ芋
試食販売コーナー 

誘致企業コーナー 

薦B回こしょがわら麟まつり 

国撃章械般健康づくりウルト多クイズ 

今年初めて行われた健康づ〈りウルトラクイズ 

農林産物共進会 

‘叫鶴鞭 

盛況だった農産加工品コーナー 

細A一慮A』．一I. 
国民健康保険 ‘ “一“一
鰹議つくり 
ウルトラクイズ 
"”い 10持～12持、 
骨何は 9月方らて 

g嶋“'”て安．わか案の 

伊

伊

平成3年(1991年)11月15日 広報ごしょがわら (第747号)⑥

り
‘でにぎわう

産業まつI
家族づれ 良

●

＝§

…輔

可

■寺

騨 馳岬
字

画

錘

誘致企業コーナー

§藤齢職薮織り柵輔幾鉢縦

』

鰹鐙づくり

今年初めて行われた健康づくりウルトラクイズ

子供たちに大人気のレトロ子供王国

扇

農林産物共進会

盛況だった農産加工品コーナー

特別参加した北海道斜里町のジャガ芋
試食販売コーナー
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市政見学バスに15人参加 
一ー

～～~ 

旧平山家を見学する参加者 

東
北
電
力
五
所
川
原
営
業
所

久
保
光
雄
所
長
）
で
は
十
月

一
十一
百
、
創
立
四
十
周
年
を

記
念
し
、
北
部
公
園
に
ヤ
マ
モ

ミ
ジ
十
二
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、久
保
所
長
や
相

馬
洋
副
所
長
ら
六
人
、
市
側
か

ら
は
木
村
時
雄
建
設
部
長
ら
が

出
席
し
て
植
樹
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
同
営
業
所
で
は
ト
月
 

，
干

一
日
に
街
路
灯
互基
を
市

に
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

と 
敵噂豊参豊 

ヤマモミジを植樹する久保所長（左） 
相馬副所長（右） 

北部公園にヤマ 
イ
ノノ
 

樹
 

植
 

いン
 

、
、
、
 

モ
ー
 

ご
し
ょ
が
わ
ら
産
業
ま
つ
り

が
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
十
月
一
一

十
六
、
二
十
七
の
両
日
、
市
民

体
育
館
を
会
場
に
開
か
れ
、
大

勢
の
家
族
づ
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
 

「」
れは
、
ご
し
ょ
が
わ
ら
産

業
ま
つ
り
運
営
委
員
会
（
会
長

佐
々
木
柴
造
市
長
）
が
主
催
し

て
昭
和
圧
ト
九
年
か
ら
毎
年
開

い
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
八

回
目
と
な
り
ま
す
。
 

初
目
の
開
会
式
で
は
、
佐
々

木
市
長
、
櫛
引
留
吉
、
成
田
守

県
議
会
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
い

さ
つ
を
述
べ
た
後
、
テ
ー
プ
カ
 
 

ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。
 

こ
の
後
会
場
で
は
、
農
林
産

物
の
共
進
会
と
直
売
市
、
農
産

加
工
品
即
売
、
西
北
五
物
産
観

光
展
、
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
展

な
ど
が
開
か
れ
た
ほ
か
、
レ
ト

ロ
こ
ど
も
王
国
や
健
康
相
談
な

ど
の
コ
ー
ナ
ー
が設
け
ら
れ
ま

し
た
。
 

さ
ら
に
、市
の
誘
致
企
業
展
、
 

ま
た
、
青
森
職
業
訓
練
短
期
大

学
校
と
互
所
川
原
農
林
高
校
で

は
地
域
産
業
に
貢
献
す
る
新
技

術
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
北
海
道
斜
里

町
の
ジ
ャ
ガ
芋
の
試
食
販
売
n
 
 

ー
ナ

ー
と
五
所
川
原
牛
の
即
売

コ
ー
ナ
ー
が
会
場
を
訪
れ
た
市

民
の
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
 

ま
つ
り
最
終
日
の
二
十
七
日

に
は
、
「国
民
健
康
保
険
・
健康

づ
く
り
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
」
津

軽
三
昧
線
、
優
良
な
農
林
産
物

等
の
出
品
者
に
対
す
る
表
彰
式

を
行
い
ま
し
た
。
 

最
優
秀
賞
及
び
金
賞
受
賞
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

，
最
優
秀
賞
 

o

野
菜
ー
成
田
京
子
（
た
ま
ね

ぎ

・
持
子
沢
）
、
 
大
谷
一
雄
 

（
トマ
ト
・
中
泉
）
 

o
果
樹
ー
高
橋
サ
ッ
（り
ん
ご

・
 

市
で
は
十
月
二
十
五
日
、
市

民
に
市
の
施
設
を
見
学
し
て
も

ら
い
、
行
政
に
対
す
る
理
解
と

市
の
現
状
を
認
識
し
て
い
た
だ

こ
う
と
 
「市
政
見
学
バ
ス
」
を

運
行
、
家
庭
の
主
婦
ら
十
五人

が
参
加
し
ま
し
た
。
 

一
行
は
市
中
央
公
民
館
に
巣

合
し
、
漆
川
工
業
団
地
、
青
森

職
業
訓
練
短
期
大
学
校
、
旧
平

山
家
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
十

二
か
所
を
見
学
し
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
今
後
も
市
政
見
学

バ
ス
を
運
行
し
、
市
民
に
行
政

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 
 

金
山
）
 

O
花
き
ー
長
尾
都
香
子
（
キ
ク
・
 

川
山
）
 

▼
金
賞
 

o

野
菜
ー
大
谷
直
久
（サ
ヤ
イ

ン
ゲ
ン
・
中
泉
）
、
山
形
常
雄
 

（は
く
さ
い
・
田
川
）
、奈
良

利
子
（
キ
ャ
ベ
ツ
・
田
川
）
、
 

神
藤
雄
（
に
ん
に
く
・
中
泉
）
 

0
果
樹
ー
渋
谷
健
治
（り
ん
ご

・

金
山
〕
 

〇
花
き
ー
小
田
桐
美
喜
雄
（
シ

ク
ラ
メ
ン
・
水
野
尾
」
 

o

林
産
物
ー
神
イ
ク
（く
る
み
・
 

、
雑
殻
ー
辻
ミ
ェ
（
小
豆・
浅
井）
 

西北各地の特産物が並ぶ物産コーナー 
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ご
し
よ
が
わ
ら
産
業
ま
つ
り

が
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
十
月
二

十
六
、
二
十
七
の
両
日
、
市
民

体
育
館
を
会
場
に
開
か
れ
、
大

勢
の
家
族
づ
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。こ
れ
は
、
ご
し
よ
が
わ
ら
産

業
ま
つ
り
運
営
委
員
会
（
会
長

佐
々
木
築
造
市
長
）
が
主
催
し

て
昭
和
五
十
九
年
か
ら
掘
年
開

い
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
八

回
間
と
な
り
ま
す
。

初
日
の
開
会
式
で
は
、
佐
々

木
市
長
、
櫛
引
紹
吉
、
成
田
守

県
議
会
識
員
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
い

さ
つ
を
述
べ
た
後
、
テ
ー
プ
カ

市政見学バスに15人参力

ツ
ト
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
後
会
場
で
は
、
農
林
産

物
の
共
進
会
と
直
売
市
、
農
産

加
工
品
即
売
、
西
北
五
物
産
観

光
展
、
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
展

な
ど
が
開
か
れ
た
ほ
か
、
レ
ト

ロ
こ
ど
も
王
国
や
健
康
相
談
な

ど
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
市
の
砺
致
企
業
展
、

ま
た
、
評
森
職
堆
訓
練
短
期
大

学
校
と
五
所
川
原
農
林
高
校
で

は
地
域
産
業
に
貢
献
す
る
新
技

術
の
綿
介
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
北
海
道
斜
里

町
の
ジ
ャ
ガ
芋
の
試
食
販
売
．

r詞

旧平山家を見学する参加者

市
で
は
十
月
二
十
五
日
、
市

民
に
市
の
施
設
を
見
学
し
て
も

ら
い
、
行
政
に
対
す
る
理
解
と

市
の
現
状
を
認
識
し
て
い
た
だ

こ
う
と
「
市
政
見
学
バ
ス
」
を

運
行
、
家
庭
の
主
婦
ら
十
五
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

一
行
は
市
中
央
公
民
館
に
集

合
し
、
漆
川
工
業
団
地
、
青
森

職
業
訓
練
短
期
大
学
校
、
旧
平

山
家
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
十

二
か
所
を
見
学
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
今
後
も
市
政
見
学

バ
ス
を
運
行
し
、
市
民
に
行
政

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

－
ナ
ー
と
五
所
川
原
牛
の
即
売

コ
ー
ナ
ー
が
会
場
を
訪
れ
た
市

民
の
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
つ
り
最
終
日
の
二
十
七
日

に
は
、
「
国
民
健
康
保
険
・
健
康

づ
く
り
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
』
津

軽
三
味
線
、
優
良
な
挫
林
産
物

等
の
出
品
者
に
対
す
る
表
彰
式

を
行
い
ま
し
た
。

最
優
秀
蛍
及
び
金
徴
受
蛍
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
最
優
秀
賞

○
野
菜
ｌ
成
田
京
子
（
た
ま
ね

ぎ
・
持
子
沢
）
、
大
谷
一
雄

（
ト
マ
ト
・
中
泉
）

○
果
樹
Ｉ
高
橋
サ
ッ
（
り
ん
ご
．

園E垣ｴﾐジ植樹ブ
金
山
）

○
花
き
Ｉ
長
尾
都
香
子
（
キ
ク
・

川
山
）

ず
金
賞

○
野
菜
Ｉ
大
谷
直
久
（
サ
ヤ
イ

ン
ゲ
ン
・
中
泉
式
山
形
常
雄

（
は
く
さ
い
・
田
川
菅
奈
良

利
子
（
キ
ャ
ベ
ツ
・
田
川
）
、

神
藤
雄
（
に
ん
に
く
・
中
泉
）

○
果
樹
Ｉ
渋
谷
健
治
（
り
ん
ご
・

金
山
）

○
花
き
Ｉ
小
田
桐
美
韓
雄
（
シ

ク
ラ
メ
ン
・
水
野
尾
）

○
林
産
物
ｌ
神
イ
ク
（
ぐ
る
み
・

中
泉
）

○
雑
穀
Ｉ
辻
ミ
美
小
豆
・
浅
井
）

北部公

東
北
電
力
五
所
川
原
営
業
所

（
久
保
光
雄
所
長
）
で
は
十
月

二
十
二
日
、
創
立
四
十
周
年
を

記
念
し
、
北
部
公
園
に
ヤ
マ
モ

ミ
ジ
十
二
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

こ
の
ｎ
は
、
久
保
所
長
や
相

馬
洋
副
所
長
ら
六
人
、
市
側
か

ら
は
木
村
時
雄
建
設
部
長
ら
が

出
席
し
て
植
樹
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
営
業
所
で
は
十
月

二
十
一
ｎ
に
街
路
灯
迩
恭
を
市

に
寄
蛎
し
ま
し
た
。

今

物

麹

雪墨L瞳重
ヤマモミジを植樹する久保所長(左）と
相馬副所長(右） 西北各地の特産物が並ぶ物産コーナー
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秋
の
叙
勲
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‘
携
季
嘆
呆亭
麟
型猶
結
鮮
耕
薮紳
磁
 

寿
鍬
濃
難
 

と
し
て
表
彰
さ
れ
る
 

（
「
甥勲
勢
（
鑓
 

五
所
川
原
交
通
安
全
協
会
 

四
ー
周
自
記
念
式
典
が
十
月
・
 

一「
響
無

「請
藤
原
慧
誓
嚢
粛
畿
聾
 

平成 3 年（1991年）11月15日 

市
内
元
町
の
八
幡
宮
境
内
を

会
場
に
、
昭
和
五
十
六
年
か
ら

今
年
で
第
十
一
回
目
を迎
え
た
 

「子
供
の
森
」
読
書
会
が
、
十

月
ニ
十
五
日
、
県
立
図
書
館
に

於
て
、
社
団
法
人
読
書
推
進
運

動
協
議
会
か
ら
、
そ
の
活
動
を

称
え
ら
れ
、
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。
 

「子
供
の
森
」
は
、
地
域
の

世
話
人
会
や
図
書
館
の
協
力
の
 
 

も
と
、
夏
休
み
期
間
中
開
設
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
早
朝
の
木

も
れ
日
の
中
、
ラ
ジ
ォ
体
操
に

始
ま
り
、
読
書
、
紙
芝
居
、
時

に
は
、
木
彫
り
の
工
作
に
梢
を

出
し
た
り
、
芋
煮
会
を
楽
し
ん

だ
り
と
子
供
達
は
、
読
書
を
中

心
と
し
て
、
友
情
の
ふ
れ
合
う

こ
の
開
設
を
毎
年
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
 期

間
中
（
三
十

日
余
）
毎
日
子
供

達
を
見
守
っ
て
来

た
世
話
人
会
を
代

表
し
て
山
谷
清
さ

ん
は
「
こ
の
度
の

受
賞
は
、
地
域
の

大
き
な
誇
り
と
し

て
受
け
と
め
、
更

に
子
供
達
の
読
書

熱
向
上
の
励
み
に

し
た
い
」
と
語
っ

て
下
さ
い
ま
し
た
。
 

政
府
は
「文
化
の
日
」
の
十
一

月
三
日
付
で
、
平
成
三
年
度
秋

の
叙
勲
と
賜
杯
の
受
章
者
四
千

四
百
五
人
を
発
表
し
ま
し
た
。
 

本
市
関
係
で
は
、
高
橋
民
一
 
 

ト
三
H

、
市
中
央
公
民
館
で
会
 

員
ら
約
二
百
人

る
 
が

出
席
し
て
開
 

」
鳶
議
 

「
麹
暴
 

ら
 
在
は

鶴
田
町
を
 

細笠
務
」
？
 

)（
」
」
」
繊
 

な
活
動
を
続
け
、
 
 

ダ
名
 

積
極
的
に
交
通
安
全
運
動
を
推

し
進
め
て
い
ま
す
。
 

式
典
で
は
、
小
山
内
会
長
が

式
辞
を
述
べ
た
後
、
交
通
安
全

に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
に
表
彰

状
が
手
渡
さ
れ
、
参
加
し
た
人

た
ち
は
、
安
全
で
快
適
な
交
通

社
会
の
実
現
を
誓
い
合
い
ま
し

た
。
 

津
軽
ア
ス
ナ
口
 

五
所
川
原
支
部
 

濁
り
水
の
量
盛
り
上
が
る
飯
詰

川
タ
暮
れ
の
村
に
サ
イ
レ
ン
ひ

び
く
 
北
 

川
 
要
二
郎
 

巣
立
ち
ゆ
く
今
日
の
乙
女
ら
ド

レ
ス
ア
ソ
プ
に
夢
を
包
み
て
輝

き
い
る
も
 
三
 
浦
 
そ
 
め
 

細
長
き
ヘ
チ
マ
ぶ
ら
下
げ
児
童

ら
の
帰
り
ゆ
く
さ
ま
病
窓
よ
り

見
ゆ
 

吉
 
田
 
勇
 
蔵
 

フ
ロ
あ
が
り
何
か
の
み
た
い
気

分
だ
な
冷
蔵
庫
の
中
ひ
っ
か
き

ま
わ
す
 
赤
 

坂
 
久
美
子
 

（小
四
）
 

A
る
」ろ
は
八
甲
田
の
山
中
走
り

い
む
早
朝
勤
務
に
発
ち
し
吾
が

息
は
 
青
 

山
 
栄
 
治
 

雨
走
る
平
等
寺
を
め
ぐ
り
つ
つ

柱

一
つ
に
も
時
の
流
れ
見
つ
 

蝦
 
名
 
麗
 
子
 

終
戦
で
生
産
減
の
日
鋼
社
帰
還
 

の
吾
は
退
社
ル
ン
ペ
ン
 

崎
 
野
 
清
 
蔵
 

表彰状を受ける山谷清さん 

本
市
か
ら

一
人
受
章
 

◇
勲
五
等
双
光
旭
日
章
 

高
橋
民
一
氏
（7
7)
 

教
育
功
労
 

さ
ん
（
川
端
町
）
が
受
・甲
さ
れ
 
元
公

立
小
学
校
長
 

ま
し
た
o
 

市
内
川
端
町
一
に
ハ
八
 

善
意
の

花
か
ご

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

＠
絵
画
を
寄
贈
 

鶴
常
書
店
（
鶴
谷
頑
次
代
表
）
廿
第
三
回
津
軽
半
島
絵
画
展
開
催
記
念
と
し
て
、
西
山
晋
氏
作
 

「落
葉
の
丘
」
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市
内
元
町
の
八
幡
宮
境
内
を

会
場
に
、
昭
和
五
十
六
年
か
ら

今
年
で
第
十
一
回
目
を
迎
え
た

「
子
供
の
森
」
読
書
会
が
、
十

月
二
十
五
日
、
県
立
図
書
館
に

於
て
、
社
団
法
人
読
轡
推
進
運

動
協
縦
会
か
ら
、
そ
の
活
動
を

称
え
ら
れ
、
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。

「
子
供
の
森
」
は
、
地
域
の

世
話
人
会
や
図
書
館
の
協
力
の
＃全国優
良
読
書
団
体

と
し
て
表
彰
さ
れ
る

毒
塗
雲

も
と
、
夏
休
み
期
間
中
開
設
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
早
朝
の
木

も
れ
日
の
中
、
ラ
ジ
オ
体
操
に

始
ま
り
、
読
書
、
紙
芝
居
、
時

に
は
、
木
彫
り
の
工
作
に
精
を

出
し
た
り
、
芋
煮
会
を
楽
し
ん

だ
り
と
子
供
達
は
、
読
譜
を
中

心
と
し
て
、
友
情
の
ふ
れ
合
う

こ
の
開
設
を
毎
年
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

期
間
中
〈
三
十

日
余
）
毎
日
子
供

達
を
見
守
っ
て
来

凱
た
世
話
人
会
を
代

清
表
し
て
山
谷
清
さ

谷
ん
は
ｇ
の
度
の

誠
受
賞
は
、
地
域
の

け
大
き
な
誇
り
と
し

受
て
受
け
と
め
、
更

潅
に
子
供
達
の
読
書

１彰
熱
向
上
の
励
み
に

表
し
た
い
」
と
語
っ

て
下
さ
い
ま
し
た
。

F両

政
府
は
「
文
化
の
日
」
の
十
一

月
三
日
付
で
、
平
成
三
年
度
秋

の
叙
勲
と
賜
杯
の
受
章
者
四
千

四
百
五
人
を
発
表
し
ま
し
た
。

本
市
関
係
で
は
、
高
橋
民
一

さ
ん
（
川
端
町
）
が
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

◎
絵
画
を
寄
贈

鶴
常
書
店
（
鶴
谷
砿
次
代
表
）
’
第
三
回
津
軽
半
島
絵
画
展
開
催
記
念
と
し
て
、
西
山
晋
氏
作

「
落
葉
の
丘
」

五
所
川
原
交
通
安
全
協
会

（
小
山
内
有
装
会
長
）
の
創
立

爵

善
意
の
花
か

Ｌ
ワ
ロ
ｌ

秋
の
叙
勲

墓蕊Ｊｆｆ

四
十
周
年
記
念
式
典
が
十
月
二

十
三
日
、
市
中
央
公
民
館
で
会

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

も

年
駈
念
式
典
ヵ
十
月
一
被
極
的
に
交
通
安
全
運
動
を
推

、
市
中
央
公
民
館
で
会
し
進
め
て
い
ま
す
。

負
ら
約
二
百
人
式
典
で
は
、
小
山
内
会
長
が

る
が
出
席
し
て
開
式
辞
を
述
べ
た
後
、
交
通
安
全

劃
か
れ
ま
し
た
。
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
に
表
彰

を
同
協
会
は
、
状
が
手
渡
さ
れ
、
参
加
し
た
人

釧
鯛
置
ハ
癖
推
詑
躍
鑑
蝿
霊
唖

も
在
は
鶴
田
町
を
た
。

蛎
譲
響

本
市
か
ら
一
人
受
章

F両

教
育
功
労

元
公
立
小
学
校
長

市
内
川
端
町
三
六
八

◇
勲
五
等
双
光
旭
日
章

高
橋
民
一
氏
壷

終
戦
で
生
産
減
の
日
鋼
社
帰
還

の
吾
は
退
社
ル
ン
ペ
ン

崎
野
清
蔵

今
ご
ろ
は
八
甲
田
の
山
中
走
り

い
む
早
朝
勤
務
に
発
ち
し
吾
が

息
は
青
山
栄
治

雨
走
る
平
等
寺
を
め
ぐ
り
つ
つ

柱
一
つ
に
も
時
の
流
れ
見
つ

蝦
名
腿
子

プ
ロ
あ
が
り
何
か
の
み
た
い
気

分
だ
な
冷
蔵
庫
の
中
ひ
っ
か
き

ま
わ
す
赤
坂
久
美
子

（
小
四
）

細
長
き
ヘ
チ
マ
ぶ
ら
下
げ
児
童

ら
の
帰
り
ゆ
く
さ
ま
病
窓
よ
り

兇
ゆ
吉
田
勇
蔽

巣
立
ち
ゆ
く
今
日
の
乙
女
ら
ド

レ
ス
ア
ッ
プ
に
夢
を
包
み
て
輝

き
い
る
も
三
浦
そ
め

津
軽
ア
ス
ナ
ロ

五
所
川
原
支
部

濁
り
水
の
雌
盛
り
上
が
る
飯
詰

川
夕
暮
れ
の
村
に
サ
イ
レ
ン
ひ

び
く

北
川
要
二
郎

固
函

詞宇啄一コ



投集婦 至 

田野目 

十文宇 

柳
 

長橋溜池 

碑
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
 

昭
和
五
十
七
年

一
人
ひ
と
り
の
 

歌
を
刻
ん
だ
、
三
十
二
基
の
歌
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被災農家の皆さんノ＼ 
この度の台座い9号により被災された農家の皆

様には、謹しんでお見舞申しあげます。 一刻も

早く被災から立ち直っていただくために、市単

独の融資」f 業を実施しますのでご活用ください。 

ト受付期間 平成 3 年11月3011まで’ 

ト金利 無利 f（市で津り子補給します。） 

ト融資限度額 200万Ill （ただし被害科リ変【こI心

じてIIi引混があります。） 

ト返済期問 3 カ年 

ト申し込み 農協または金融機関 

ト問い合せ 経済部農林課農政係（内線215) 

この他、 犬災資金・自作農維持資金の利子補

給率 1 ％のかさ 1:げや災害Ijt下急資金の無利子化 

t‘実施することにしています‘， 

回落下りんごの廃棄場を設置します。 

ト設置期問 11月末IIzJ 

ーiで二 

ト設置場所 高野地区

ト廃棄方法 各自でリ尭棄

場に搬人してください。 

ト間い合せ 経済部農林課農務係（内線217) 

秋の青少年健全育成強調月間 
11月1日～11月30日 

五所川原市青少年問題協議会 
毎年11月は、1建全育成強調 /111:1として、 各関

係機関・団体等総ぐるみで、社会環境浄化活動

に取り組んでいます。i芋少年を健やかに育てる

ため、ポルノ雑誌や、 ビデオの白動販・ノを機を、 

ニの、 IiiJi-川原から追放しましょう‘， 

市民のみなさん、 ご’協力を;1-s iCiいします。 

在宅介護教室 
市福祉事務所 

現在、家庭でう慶たきりの老人の介護をされて 

いる人や、寝たきり老人などを介護するために 

家庭介護技術の習得を必要とされる人達を対象 

に、カF宅介護教室を開催いたします。 

ト期日 12月 51-i--6111 (2 日間） 

~ 2)112日・～13日 （ 2 日間） 

ト場所 特別養護老人ホーム青1.1」荘（金山） 

ト経費 無料 

ト講習内容 ①II常の介護知識（②）リハビリテー 

ションの知識（§）介，護者の心構え 

ト申し込み締匂］ Ii月30日 （先着40人で粥馴；lj) 

ト問い合せ市福祉事務所高齢者対策係（内線294) 

, 

IJ! 散歩 

市内の公園・文化碑史跡等 
を紹介していきます。 

⑦ I上原げんと音楽碑 
i>-  /\1'  JL'

C)ci) 	(,J'  群） 

m
 を
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
願
い
 

卿
 
こ
れ
を
機
に
 
「蘭
菊
会
」
 
の
灯
 

年
当
市
出
身
の
記
者
、
林
柾
次
郎
氏
が
作
 

詞
、
そ
の
後
、
全
国
的
に
愛
唱
さ
れ
た
こ
 

と
を
記
念
し
て
建
L吐
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

●

短
歌
の
み
ち

（小
碑
群
）
 
五
所
川
原

短
歌
会
が
、
結
成
三
ト
周
年
を
記
念
し
、
 

い
ず
れ
も
、
市
内
神
山
地
区
津
軽

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ

ー
内
に
あ
り
ま
す
。
 

・

上
原
げ
ん
と
音
楽
碑
 
‘
時
期
、
雪
市

に
滞
在
し
 
「港
・
ン
ャン
ソ
ン
」
な
ど
、
数

多
く
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
出
し
た
、
氏
の
偉
業

を
た
た
え
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

．
シ
ー
ハ
イ
ル
の
碑
 
互
所
川
原
農
林
高

校
ス
キ
ー
部
の
応
援
歌
と
し
て
、
昭
和
．
 

上原げんと音楽碑 

●シーハイルの碑 

・短歌のみち（小碑群、 

へ 
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E竺傾省垂嬬詩唾謹月駒
１
１農家 皆被災 さん/、の

今

五所川原市青少年問題協議会
毎年11月は､1建全育成強調月mとして､各関

係機関・団体等総ぐるみで、村:会環境7争化活動

に1Ⅸり糸|[んでいます。i'i"少年を1雌やかに行てる

ため、ポルノ雑誌や、ビデオの向動1坂売機を、

この、〃所川原から追放しましょう。

市民のみなさん、ご協力をお噸iいします。

在宅介護教室
市福祉事務所

このﾉ変の台風19号により被災された挫家の拷

様には、識しんでお児舞'I'しあげます。‐刻も

v-く被災から立ちii'iっていただくために、市単

独の剛1資リド聡を実施しますのでご活川ください。

し受付期間平成3年11月3011まで

し金利無利子(.1fで利子補総します｡）

し融資限度額2007/1'I(ただし被詳縄度に応

じて制I堤があります｡）

修返；斉期間3ｶ年

し申し込み股協または金剛(機関

し問い合せ経済部挫材《課農政係（内線215）

この他、天災資金・自作農維持資金の利子補

給率1%のかさ12げや災奔応急識令の雌利子化

も笈施することにしています。

◎落下りんごの廃棄場を設置します。

現在、家庭で濃たきりの老人の介護をされて

いる人や、寝たきり老人などを介,護するために

家庭介,通技術の稗得を必婆とされる人達を対象

に、在宅介謹教室を開催いたします。

し期日12月5I1～(ill(211|,".|)

12)11211～i;-5ii(211mi)

し場所特別養1通老人ホーム評山荘（金山）

し経費無料

し講習内容①iI常の介‘護知I識②リハビリテー

野目ションの知紬③介,護持の心榊え

文字し申し込み締切11月30日（先着40人で締切）
し問い合せ市福祉堺務j折高齢特対策係(I人1M294)

一
Ｊ

し設置期間11月末11ま至
で

し設置場所I蔚野地ぽ

し廃棄方法各自でﾉ莞乗

場に搬入してください。

し問い合一せ経済部挫林課経済部挫林課農務係 (内線217)

鱒散歩
市内の公閏・文化碑史跡等
を紹介していきます。

全
』

⑦{蓋随穏
い
ず
れ
も
、
市
内
神
山
地
区
津
軽

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ｉ
内
に
あ
り
ま
す
。

●
上
原
げ
ん
と
音
楽
碑
一
時
期
、
奄
市

に
滞
在
し
「
港
シ
ャ
ン
ソ
ン
」
な
ど
、
数

多
く
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
出
し
た
、
氏
の
俸
堆

を
た
た
え
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

●
シ
ー
ハ
イ
ル
の
碑
版
所
川
原
艇
林
高

校
ス
キ
ー
部
の
応
援
歌
と
し
て
、
昭
和
↑
・

年
当
市
出
身
の
記
者
、
林
柾
次
郎
氏
が
作

例
、
そ
の
後
、
全
国
的
に
愛
峨
さ
れ
た
こ

と
を
記
念
し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

●
短
歌
の
み
ち
（
小
碑
群
）
五
所
川
原

’
－



国
民
年
金

の
保
険
料
 

納
め
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
 

納
め
忘
れ
が
あ
っ
た
た
め
に
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
は
大
変
で
す
。
 

ロ
座
振
替
や
、
国
民
年
金
の
納
付
組
織
（
組

合
）
を
利
用
す
る
と
、
納
め
忘
れ
る
こ
と
は
な

い
の
で
安
心
で
す
。
 

株式会社大久保製作所青森工場 
社 員 募 集．ノ 

職 	名 、 	員 一
戸
 

 
Jl 

生 j童 管 理 Il哉 男子 若干名 40歳イ立造i 
f高卒」り」、上 

（理エ系） 
25万～35;万 

」支 	祢i 	I臓 リ」 	子 	10名 20歳～35歳迄 高卒」』J、上 20万一-25万 

製造オペ、レ一タ― 男 子 40名 18j畿～35歳迄 高卒以上 1 /万～23万 

。」織能・交替・技術・皆勤・家族・住宅手当 

・退職金制度等有り。ただし］織租i等により 

多少の差はあります。 

。全職種に倒難iミ・厚生・If'耕」・せ考災l呆険有り 

・昇給年1回・1'r 与年 2 ["I 

。勤務U寺間 AM 8: 30~ PM 5:15（ただし 

l識租iにより一部交替塑1務有り） 

。休日i木暇 週休 2 日・日・祝・ニゴーノレラたノ 

ウィーク・夏休み・f劃木み・年 

ラに年始・年間休日 139 日の交替 

勤」務制もありますn 

。職種により 1年以内の研修有り（秋田・山梨） 

※ご希望の方は、k組楚書：を五所川原公共職

業安定所へ持参のうえ、安定所より紹介二I犬

を頂き、市総務部工業振興対策室（内線290) 

へ提出して下さい。なお、面接H と面接場

所は追って会社から連絡いたします二 

平成 3 年（1991年）ii月15日 	 広報ごしょがわら 	 （第747号）⑩ 

ジュニアスキーレーシングチーム 

会 員 募 集 

神山スキー場を中心にナイタートレーニング 

各種大会に参加、めざせ長野オリンピック！ 

）問い合せ 共和石油 和島まで 容34一 3185 

五所川原おやこ劇場例会 
■第20F ］例会 （ f功児例会） 

親子音楽の会 

くJ好ウ17 PART II 
ン12月 3 日 （火） PM 6:30-- 

小さい子一どもたちの心に明るい夢をおと 

どけします。 

■第21回例会 （小学生～大人） 

文化センターBOX 

ンJレ、アモールコンサート 
ン12月9 日 （月） PM 6 】 30 - 

太陽 solへの愛 Am'o rを合，I葉に、はる 

かなるインカへの折（を。 

＞当例会は一般券（3 カ月会員）があります。 

ン会場 五所川原市民文化会fn'( 

ン問い合せ・申し込み」I-i：所川原市本d町50-4 

東奥日報社五所川原支局内五所川原親子一 

劇場 容341 2170 平日10時～16時 

土曜日10時～12時 

老
後
や
，
万
一

の
時
の
保
障
の
た

め
に
、
そ
の
時
々

に
、
き
ち
ん
と
納

付
す
る
よ
う
心
が

け
ま
し
よ
う
。
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ジュニアスキーレーシングチーム

会員募集
五所川原おやこ劇場例会
■第20回ｲ列会（幼児ｲ列会）

親子音楽の会

くさの3､ｼb・ﾌPART11
し12月3日（火)PM6:30~

小さい子どもたちの心に明るい僻をおと

どけします。

■第21回例会（小学生～大人）

文化センターB○×

ゾル。ア毛一ルコンサート
レ12月9日（月）PM6：30～

太|:solへの愛Am'orを合言葉に、はる

かなるインカへの旅を。

吟当例会は一般券(3ヵ月会戯)があります｡｜

P会場五所川原市民文化会館

し問い合せ・申し込み玉所ﾉII原市本町501:

束奥日報社五所ﾉII原支局内五所川原親子｜

劇場垂34－2170平日10時～16時｜

土曜日'0時～'2時I

神山スキー場を中心にナイタートレーニング

各種大会に参加、めざせ長野オリンピック！

陽問い合せ共和石油和‘烏まで垂34－3185

国
民
年
金
の
保
険
料

納
め
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

納
め
忘
れ
が
あ
っ
た
た
め
に
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
は
大
変
で
す
。

口
座
振
替
や
、
国
民
年
金
の
納
付
組
織
（
組

合
）
を
利
用
す
る
と
、
納
め
忘
れ
る
こ
と
は
な

い
の
で
安
心
で
す
。

F

老
後
や
、
万
一

の
時
の
保
障
の
た

め
に
、
そ
の
時
々

に
、
き
ち
ん
と
納

付
す
る
よ
う
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

株式会社大久保製作所青森工場
社員募集／

声司

L

。j職能・交替・技術・皆勤・家族・住宅手当

。〕旦暇&金制度等有り。ただしI職種等により

多少の差はあります。

。全職種に健保・厚生・睡用・労災保I険有り

・昇給年11刺・没与年2|n|

．勤務時間AM:30～PM5:15(ただし

j職緬により一部交棒勤務有り）

・休日休暇週休2仁I．「I・祝・ゴーノレデン

ウイーク・型休み・盆休み・年

末年始一年I剛体口13911の交梼

勤務制もあります。

。職緬により1年以内の研修有り（秋Ill-山梨）

※ご希望の方は、腹l睦,畔を五所ﾉII原公共職

堆安定所へ持参のうえ、安定所より紹介状

を1頁き、市総務部に業振興対策拳(I勾線290)

へ提出して下さい。なお、l前ｲ妾HとI鮒接場

I好は追って会社から〕塑絡いたします。

職名

生産管理職

技祁テ職
①

製造オペレーター

人員

男子若干名

男子10名

男子1'名

年令

I歳ｲ立迄

.()歳～15歳迄

18歳～35歳i迄

学歴

高卒以上

(理工系）

高卒以上

高卒以上

月収

25万～35万

20万～25万

17万～23万
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消費・生活 
平成 3年分年末調整説明会 

	五所川原税務署 
）日手呈 

月 	日 会 	場 対象者 対
人
 
象
員
 

時 	間 
午 前 午 後 

【
ー
  

・

水
 

り
】
、
‘一
 
 

h所川原市
中央公民館 五所川原市 841 自10 】00 

至12:00 

1
 
7
 

 
1く
 
‘
水
 
っ

］、
一
 

五所川原市
中央公民館 

官 公 庁
五所川原市 278 っJ

っ
J
 
 

自
至
 

1
3
 
0

0
  ＞間い合せ 五所川原税務署法人課税部門 

台34一3136 

―台風19号による 

被災者の皆様へ 
保険料の免除について 

国保年金課 

この度の台風19号により、多大の被害を受け 

られた方々は、 申請することによって保険料の ， 

免除を受けることができます。 

＞手続方法 印鑑と納右土書・国民健康保険証を 

持参してください。 建物や農作物の被害状況 

を確認します。 農作物の場合は、作付け品種 

や耕作面積、被害面積、農業共済加入の有無、 

市民税、健康保険税等の減免（有無、申請中） 

などを記入する用紙があります。 

ン申請及び間い合わせ先 

市役所国イ呆年金課年金係（内線265) 

ご存知でしょうか？ 

『婦人就業援助センター』 
仕事に就きたい女性を 

応援します。 

相談・あっせん 
■婦人の京七業（再」ilI二」倣）＋目談 

■技術を習得させ、職業安定所等にあっせん。 

■内」職の実技を習得させ、’事業所及び内職グル 

ープを紹介。 

技 術 講 習 
■家外就業向け講習 

経理事務、販売、 pop．家事介護サービス、 

調理等 

■家内j沈業向け講1界 

編物、刺しゆう、和裁、 こぎん等 

レ問い合せ 五所川原市働く婦人の家内 

妬I人就業援助センター 

容 35一8898 

このたび水道事業所は、五所川原ガス跡（五所川原大橋横） に移転し、 

11月27日（水）（一部は11月25日）から業務を開始いたします。 

新庁舎所在地 F0 37 
五所川原市字不魚住61番 1 

	 , 
電 話 番 号 
	

(0 1 7 3)34-9 1 1 1 

計鷲農 目 
国通 339号線 	 至青森 

国道l0l号線 	 至弘前 

ノ
ー
 
ー
 

乾
 

接
 

至
木

造
 

市
役

所
 

一
旧庁
舎
一
 

奮 

五
所
川
原
大
鵬
至
木
遇
 

ノ
ー
 

‘
ー
 
、
、
 

勿
 

新
庁
舎
 

館
 

営
場
 

昨
 
ほ
 

一
 
一
 

一
 
一
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講望室．｢平成3年分年末調
五所

消費・生活

し日程

ご存知でしょうか？

『婦人就業援
仕事に就き

助センター』
たい女I性を
応援します。 陽問い合せ五所ﾉII原移a務署法人課税部門

＝34－3136

相談・あっせん

■婦人の就業（再就j職）相淡

■技術を習得させ、l職業安定所等にあっせん。

■内職の実技を習褐‘させ、事業所及び内職グル

ープを紹介。

－台風19号による

被災者の皆様へ
保険料の免除について

－国保年金課

この度の台風19号により、多大の被害を受け

られた方々は、申請-す･ることによって保I塗雅|･の

免除を受けることができます。

P手続方法印鑑と納付･書・国民健康保険証を

持参してください。建物や農作物の被害状況

を確認します。農作物の場合は、作付.け品種

や耕作面穂、被害面積、農業共済加入の有無、

市民税、健康保険税等の減免（有無､申請中）

などを記入する用紙があります。

し申請及び問い合わせ先

市役所国保年金課年金係（内線265）

【
‐
４

技 術講習

■家外就業向け講習

経理事務、販売、POP、家事介誰サービス、

j凋理等

■家内就業向け識習

編』物、刺しゅう、和裁、こぎん等

し問い合せ五所川原市働く婦人の家内

婦人就業援助センター

狂35－8898

このたび水道事業所は、五所川原ガス跡（五所川原大橋横）に移転し、

11月27日（水）（一部は11月25日）から業務を開始いたします。

新庁舎所在地〒037
五所川原市字不魚住61番1

雷話番号（0173）34－9111

一
Ｊ

’
至
扮
島

至
一
幌
哩
哩
剖
３

駅

」 |’
国道339号線 至青森

．
司
き

|’ ’ ’|’
国道101号線 琴弘前

’
I

|峯認;三｜｜体育館’
L史三」 ’

こ』''二
陸豊 園新

庁
舎鰯五

所
川
原
大
鵬
至
木
魁

乾
侭
至
木
造

、
ノ I

月日

11．27

(水）

11．27

(水）

会場

五所川原市
中央公民館

五所川原市
中央公民館

対象者

五所川原市

宮公庁
五所川原市

対象
人員

841

278

時 間

午前

自1［
至121

]O

]0

午後

自1：30
至3：30

照 図 富士見コミュ
ニティセンター

体育館

岩木川
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⑥ 日 時 

⑥ 場 所 

⑥ 趣 旨 

1-I 月18日（月）午後 1時～午後 3時15分 

五所 川 原市 中 央 公 民館 （市内鎌谷町） 

iii. 0173-35--6056 

わ 	I引川有の領士である歯舞、色丹、~目後、り酬Jl 0ン化方領 I:四島が、ソj!I』に不法'Li拠さ 

才1てから早くも46年になります。 

本年4 )J、ゴルバチョフ大統紅Iの訪日時での日ソ首脳会談ではソj!lIは初めて北方領 I:の

四島名をII)」らかにして、領 I: liIJ題の存在を認めました。 

しかし、その返還要求については今後の交渉に委ねられ、IIソ関係は新たな局面を迎え 

ております。 

このたびのソj！」」の政変で体制が変わったものの、北方領 L問題を崩l決するまでには、依 

然として厳しいものがあります。 

私たち県民は、全国民クえ悲願である北方領土四島一括返還を‘Jさ現するため新たな決意て三 

県民世論を高め行政・」玉とりI」・休として北方領土返還要求青森県民大会を開催するものであ 

ります。 

⑥ 主 催 青森県北方領土返還促進協議会 

⑨ 併催行事 ＊ 北方領土返還6千万人署名活動 （公民館ロビー） 

＊ 北方領 土パ ネ ル 展 示 会 （ 
	

) 

＊ 北方領土 V T R 映 写会 （ 
	

I, 
	

) 

※当日、おいで下さった方には記念品を差し上げます。 

広報ごしょがわら平成3年(1991年)11月15日 (第747号）12

◎日時11月18日（月）午後1時～午後3時15分

◎場所五所川原市中央公民館（市内鎌谷町）

TEL0173-35-6056

【
Ｌ 旨◎趣

わがl<i||.vKj-の瓶士である附郷、色丹、m後、択捉の北〃髄Izl凡1fObが、ソ述に不法.'U処さ

れてからVくもI(i年になります。

本年4ノ:1、ゴルバチョフ大統領の,^ll時での11ソ尚脳会,淡ではソ連は;初めて北方賊lこの

四蹄名をIり]らかにして、領k問j砥の仔征を認めました。

しかし、その返還要求については今後の交渉に委ねられ、I富Iソ|郷係は新たなﾙiifiiを迎え

ております。

このたびのソ連の政変で体制が変わったものの、北方砿NI'.Jl辿を解決するまでには、依

然として厳しいものがあります。

私たちﾘiも民は、全I副壁の池：卿iである北方領土mi鈴－－砿返迷をゾﾐ現するため新たな決‘種で

以民Ill,術をI高め行政・民l川・体として北方領土返j堂喫求('/森ﾘ‘鳥鵬大会を開雌するものであ

ります。

一
Ｌ

◎主催青森県北方領土返還促進協議会

◎併催行事＊北方領土返還6千万人署名活動（公民館ロビー）

＊北方領土パネル展示会（〃）

＊北方領土VTR映写会（〃）

※当日、おいで下さった方には記念品を差し上げます
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催し・講座 

みんなの教室展示発表会 
中 央 公 民 館 

らみんなの教室」 の学習成果（ノ）発表・展示会 

を開きます。 

＞日日寺 11月23日（ニヒ） 

午硝1110時～午後 3時 

）場戸j〒 中央公民館 

）内容 茶道、生花、料理、洋裁、着付、 ちぎ 

り絵．書道、 スポーツ、藤手芸， 日本舞踊、 

ノぐ・ニノチワークキルト 

受(. 7,Lなさんのご来鮮「をお待ちして- ;l3ります，1 

青少年健全育成研修の集い 

lフ趣旨 青少司w万建全育成と非行防止は、市民

一人ひとりの願いです。 青少年の非行を未然

に防止するたあ，市民総参加の集いを開催し

まりー。 

[>日時 11M21I(*) 13:00-45:00 

＞場所 市中央公民館 3階 第1会議室 

）内容 く）少年の主！展く）講演「最近の少年非行

の実態」青森県警察本部似務巳部少年課総轄主

査 に藤照子」又 

ン主催 IL所川」」i(Ill少年指導委員協議会 

ー第11回 

~ 「少年の主張発表大会」 
	  へどうぞ 

明日を担うノ」、！学生、 リI学生の少年たちが、家 

I廷生I舌、学校生I舌及び」也」或社会のふれノあいの中 

から、 日ごろ考えていることを発表する火会で 

す。 

ン日日寺 11月27日（水）午後 1時～ 

ン場所 働く婦人の家 31靖ホーノレ 

ン入場料 無料 

＞問い合せ Eii：所川原市役所総合サービス課 

電＠> 294 Hilこ 

生活講座 
ー働く婦人の家ー 

辻）クリスマスケーキ教室 

△日時 12月 2 日（月）午後 6時～8時30分 

12月 5 日（木）午前10時～午後1時

△募集人員 どちらも16名 

｛②）お正月料理教室 

ご，日時 12月 9 日（月）午後 6時～ 8時30分 

12月10日（火）午前1 OH寺～午後 1時

△募集人員 どちらも20名 

ン対象 市内に住所、または姐月劣先を有する婦人

ン締切日 先着順で定員になり次第締切ります

ン受講料 無半斗（材半I費は各自負担願います） 

＞申し込み先及び問い合わせ先 

新~町側jく婦人の家（合35 -8898) 

―第12回 

青森県婦人問題を考えるつどい 

主 催 青森県 青森県婦人団f1 璽絡会 

参加者 一般県民 男タプ刊齢は間いません 

11)]29日 (金) 13:00---15:30 

青森市文化会館 5階大会議室 

青森市堤町1丁目4-1 

合0l77一 73 一 7300 

青森県 青森県婦人団科に退I絡会 

一般県民 男タプ刊齢は間いません 

典瞬 半ト 

「ー日技能教室」開催 
県立木造高等技術専門校 

11月は，技能尊重月Iiりです。 

あなたも「一日技能教室」へ参加してみませ

んか。当日は、学生の作品も展示しています。 

ンとき 11月29日（金） 午前 9時30分～正午

レところ オこ造町桜木 リi‘立木造高等技術専I’リ 

l交 

）対象者 一般のどなたでも。 

レコース i容接科、 自Jiカ車整備、建築科、配管

ヂト 

D申し込み締切 11月26日（どk) 

参加者は、作業のできる服装でおいで下さい。 

ン問い合せ 木造高等技術専III」校（客42 -5050) 

※平成 4年度学生募集／ (I価卒者） 

と き

ところ 

4 

参加費 無 料 

内 容 

くフ 「婦人問題に関する】iIt 見募集」入選者の表彰 

と意見発表 

0シンポジウ jA 

0テーマ 女‘I生α井土会参画について考える 

―「妬I人，毎外派遣」や「婦人の船」の体験を一 

「参加」から「参恒H」 への一歩とするために ’ 

13平成3年(1991̂ )ill]1511 広報ごしょがわら (第747号）

I Ｉ

一働く婦人の家一

①クリスマスケーキ教室

△日時12月2日（月)r-後('.i時～8時30分

12月5日（木）午前10時～午後1II.V

△募集人員どちらも16名

②お正月料理教室

△日時12月9日（月）午後6時～8時30分

12月10日（火）午前1011寺～午後1時

△募集人員どちらも20名

し対象市内に住所､または勤務先を有する婦人

し締切日先着順で定員になり次第締切ります

し受識料無1斗（材1斗喪は各自負担願います）

し申し込み先及び問い合わせ先

新町働く婦人の家（毒35-8898）

一一口

催し。講座

みんなの教室展示発表会
中央公民館

今
」

「みんなの教室」の学習成果の発表・展示会

を|州きます。

吟日時11月23日（土）

午前10時～午後3li't=

し場所中央公民館

P内容茶道、生花、料理、洋裁、諭付、ちぎ

り絵、書道、スポーツ、藤手芸、日本郷蹄、

ノぐツチワークキノレト

※みなさんのご来館をお待ちしております。

E駕県婦人問題を考えるつどい」
とき11月29日（金）13：00～15：30

ところi'i逼森市文化会館.'階大会議室

青森市堤町1丁目4－1

SO177－73－7300

主催』海森県青森ﾘ,蛾&人|ず1体連絡会

参加者一般県民男女年齢は問いません

参加費無雅ト

内容

○「婦人問題に関する意見募集」入選者の表彰

と意見発表

○シンポジウム

○テーマ女'性の社会参画について考える

－｢婦人海外派遣」や「婦人の船」の体験を一

「参加」から「参画」への一歩とするために

青少年健全育成研修の集い
吟趣旨青少年の健全育成と非行|坊止は、市民

一人ひとりの願いです。青少年の非行を未然

に防止するたあ、市民総参加の集いをl刑催し
ます。

し日時11月21日（木)i3:oo～15:()()

医場所市中央公民館31砦第1会雛室

し内容○少年の主張○講猿「最近の少年非行

の実態」青森県将察本部I坊犯剖I少年諜総雌主

在工藤照子氏

P主催五所川ﾉ駁市少ｲ1基指導委風1筋I識会

r両

」

｢一日技能教室」開催
県立木造高等技術専門枝

11月は、技能尊重月|H1です。

あなたもr一日技能教室」へ参加してみませ

んか。当日は、学生の作I昂も展示しています。

しとき11月29日（金）午前V)1l.'f30分～正午

しところ木造町桜木曝立木造高等技術専門

イ交

し対象者一般のどなたでも。

じ＞コース溶接科、自動'I叫謄術i、建築科｡、配獅

科

し申し込み糸帝切11月26II(火）

参加者は､作業のできる服装でおいで下さい。

吟問い合せ木造高等技術専門校(垂42-5050）

※平成4年度学生募集/(l踊卒者）

｢第1勝年の主張発表大会」
l

へどうぞ二
明日をｲ旦う′j､学生、'p学生の少年たちが、家

庭生7汚、学校生活及び地｣或社会のふれあいの中

から、，，ごろ藷えていることを発表する大会で

す。

し日時11月2711(水）午後1時～

し場所働く婦人の家31塔ホール

し入場料無料

し問い合せ五所川脇Cil了役所総合サービスI深

垂《沙294],fr

生活講座



「落しもの」のおしらせ 
市役所内での落しものを預っています。 

① 車 の 鍵 2 

② 小銭入れ 2 

お心あたりの方は総務課（内線325) 

へ連絡して下さい。 

r1 2月の保健センター相談日」 
i12)J(i ii. 13lI. 20L1 (毎JJiil?!II) 

ン日寺問 りぶn0時カ、ら午後 SI昨までロ 

ン内容 」IILLL?則定、尿検三査等を含めた健康相談

にl志じますので．赤ちゃんからお年寄りまで

ホう気怪にご年リ用ください。 

〈乳幼児の健康診査〉 

ン場所 市イ呆健センター 

ン受付時間 12 : 30-12 : 45まで。 

ン持参するもの 母子イ建康手帳、 バスタオル。 

3 歳児はアンケートと尿を小ビンに人れて持

参ください。転入者の方、不明な点はご連絡

ください。 

※注意 ① 6 カ月健康相談につごうで来れなか

った場合は、神経芽組切創睡（小児がん）の検

査セッ トを、母子健康手I限を持参のうえ保健

環境課窓口にもらいにきてください。 (6 カ

月、 7 カ月児に限るJ 

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子

さんはご遠慮ください。 

月 令 対 象 児 期 	日 内 容 

3 カ月児 H3年 
8月生まれ 

12月10日（火） 健康診査 

6 カ月児 H3年 
5月生まれ 

12月17日（火〕 健康相談 

1 歳児 H2年 
11月生まれ 12月16日（月） 健康相談 

1
6
 

歳
カ
 
月
 
児
 

 

H 2年 
6月生まれ 

12月24日（火） 健康診査 

3 歳児 S 63年 
8月生まれ 

12月19日（木） 健康診査 

綴曾「愛の献血」にご協力をノ 

期 日 時 	間 場 	所 

12月 5 日 
（木） 

午前10時から 
正午まで 

五所川原保健所前 

午後 1時から 
午後 4時まで 

NTT五所川原支店前 

平成 3年（1991年）Illれ511 	 広報ごしょがわら 	 （第747号）、負 

ほけんだより 市役所 35-2111 

~この欄の問い合せ 

I 保健環境課（内線268・272) i 

-12月の栄養教室 	~ 

ーお正月料理をつくってみませんカ司 
関催月日 対象地区 関 催 場 所 締め切り日 

12月 3日（火） <
 
汎
 
『

イ
 

若川
 
血

坂
 

若 	III 	公 	民 	館 n月27日（水｝ 

12月4日（水） 飯詰． ド岩崎 コミュニテイセンター飯詰 11月認日（木） 

12月3日（木） 悔 	沢 梅沢コミュニテイセンター 12月 9日（月） 

12)1 6U(金} 
神山，浅井，橿 
山．福岡．松野 
木．豊成．●fり1 

コミュニテイセンター長橋 12月 2ロ（月） 

12月ll日（水） 栄、みどり町 コミュニテイセンター栄 12)1 51(*) 

12月18日（水） 共 	栄 共 	栄 	集 	会 	所 12月12日（木） 

）時 間 午前 9時30分～午後 1 II寺 

ン半斗 金 無 撃十 

ン持参するもの エプロン、筆記用具、 ごはん

みそ汁（小びんなどに入れ／く一）、健康手帳、 

食事しらべ用紙（地区の保健協力員からもら

つて二ください。） 

）申し込み先 地区の保健協力員へ （参加申し

込み用紙があります。） 

子宮がん検診（個別検診）を 
受けましょう．ノ 

0対象者 市内に居住する30歳以

上の女」生で今年度集団検診を受

診できなかった方。（この検診は

集団か個別のどちらかを年に 1 

~ 回のみです。） 

くフ実施期間 陵時実施しています。 

0申し込み受付 市の指定する産 

婦人科の窓口で申し込みと同時 

に受診してください。 

0半斗 金 

無
 

料
 

五所川原市国民健康保険加入者 

70歳以上の方 

生活保護世帯→福祉事務所より証明書 

市民税非課税世帯→税務課より証明書 

上記以外の方は 1人1 ,000円となります。 

0持参するもの ィ建康ィ呆険証。 

0市指定実施医療機関名 

川村産婦人科医院 吉田産婦人科医院 

斎藤産婦人科医院 森 田 診 療 j折 

~ 

平成3年(1991年)11月1511 広報ごしょがわら (第747号14

iぼけんだより市役所35-2111
この欄の問い合せ

保健環境課（内線268.272）

｢12月の保健センター相談日」
吟12月6日、13日、20日（毎週金II縦日）

し時間午前10時から午後3時まで。

P内容血圧測定、尿ｲ灸査等を含めた他碓朴I.淡

に応じますので、赤ちゃんからおイド寄りまで

お気i経にご利用ください。

〈乳幼児のｲ建康診査〉

し場所市吻保健センター

レ受ｲ寸時間12：30～12：45まで。

し持参するもの母子健康手Ij長、バスタオル。

3歳児はアンケートと尿を小ピンに入れて持

参ください。転入者の方、不明な‘点はご連絡

ください。

※注意①6カ月健康相i淡につごうで来れなか
った場合は、神経芽細胞ﾙi(^､兜がん）の検
盃セットを、母子睡康手Ij膿を排参のうえ保1建

環｣党課窓口にもらいにきてください。（6カ

月、7カ月児に限る｡）

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子
さんはご遠慮ください。

[藍胃雛言ってみませんか」

《
Ｌ

陽時間午前911寺30分～午後1時

し料金無料

腸持参するものエプロン、錐記用具、ごはん

みそ汁（小びんなどに入れて）、健康手Ij辰、

食事しらべ用紙（地区の保健|筋力員からもら

ってください｡）

P申し込み先地区の．保健I窃力員へ（参加申し

込み用紙があります｡）

子吊宮が耐ん検診(個別検診)を
受けましょう｡／

／

○対象者市内に居住する30歳以

上の女'|生で今年度集圃lｲ灸診を受

診できなかった方。（この検診は

集団か個別のどちらかを年に1

回のみです｡）

○実施期間｜随1群実施しています。

○申し込み受付市の指定する産

婦人科の窓口で申し込みと同時

に受診してください。

○料金

澱，｢愛の献血｣にご協力を／F両

L

『落鰭溌掬おじらせしら
市役所内での落しものを預っています。

上記以外の方は1人1,000円となります一。

○持参するもの健康保|倹柾。

○市指定実施医療機関名

①車の鍵2

②小銭入れ2

お心あたりの方は総務課(内線325）

へ連絡して下さい。

－－－一一一一一一一一一一一一一一＝一一

開催月日

12月3日(火）

v:月4日(水）

12月5日(木）

12月6日(金）

12月11日(水）

12月18日(水）

対象地区

若山;戸沢､石
田坂

飯詰、下塔崎

梅沢

神山､浅井､福
山､福岡､松野
木､挫成､野里

栄、みどり町

共栄

開伽場所

特山公民館

コミュニティセンター飯詰

梅沢コミュニティセンター

コミュニティセンター長橋

コミュニティセンター栄

共栄鯉会所

締め切り日

11ﾉ127日(水）

11月28日(木）

12月2日(月）

12月2日(月）

12月5日(木）

12月12¥¥ik)

月令

3ヵ月児

6ヵ月児

1歳児

1歳
6ヵ月児

3歳児

対象児

II3年
8月生まれ

113年
5月生まれ

112年
11月生まれ

112年
6月生まれ

S63年
8月生まれ

期日

12月10日(火）

12月17日（火）

12月16日(月）

12月2-111(火）

12月19日(木）

内容

健康診査

健康相談

健康相談

健康診査

健康診査

期日

12月5日
(木）

1時間

午前10時から
正午まで

午後1時から
午後4時まで

場所

五所川原’保健所前

XTT五所川原支店前

正
函

斗

蜘
《
乳

五所川原市|卿民健康保険加入者

70歳以上の方

生活保謹世帯→福祉本務所より証明書

市民税非課税世帯→税務課より証明書

川村産婦人科医|院

斎藤産姉}人科|蕊I塊

吉Ill産婦人科医|境

森Ill診療所


